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技術紹介

【太陽光パネル劣化診断技術】
　近年，再生可能エネルギーの普及が進む中で，太陽光発電設備の数は年々増加しています．一方で，太陽
光発電設備の維持管理には多額の費用と人手がかかっており，発電設備の増加に伴い維持管理費も増加して
いくことから低コストの維持管理手法が望まれています．このような背景を踏まえ，当社では，遠隔監視をし
ながら太陽光発電設備の故障・劣化を早期に検知し，稼働率の低下を防ぐことのできる劣化診断技術の開発を
行っています .
　劣化診断における主要な技術として「交流インピーダンス法」に着目しています．本手法は劣化の早期検知
が可能なため，不具合が顕在化する前にパネル交換の手配を行うなど計画的な維持管理ができるようになると
期待されます．現在は，様々な故障・劣化の再現試験を行うとともに，稼働中の太陽光発電設備でも様々なデー
タを取得し，本技術の実導入に向けて着実に歩みを進めています .

【日射量解析】
　また，太陽光パネルの発電量を予測
するために，日射量解析も行っていま
す．都市部や市街地では周囲の建物の
影響も受けるので，建物も考慮した
3D 日射量解析が必要です．右図に，
渋谷駅周辺の建物に対して，1 年間の
太陽高度の変化を考慮しながら日射量
を積算した例を示しています．本手法
により，衛星写真では評価が不可能で
あった壁面の日射量も評価することが
でき，今後拡大が期待される太陽光パ
ネルの壁面設置にも対応できるように
しています．

　当社では，このような取り組みを通じて，再生可能エネルギーの普及に貢献するとともに，CO2 ネット・ゼ
ロの実現へ挑戦し続けます．
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図　渋谷駅周辺の建物における年間積算日射量の予測
建物データ出典：PLATEAU の 3D 都市モデルデータ（国土交通省）
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau-tokyo23ku
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